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　現代の都市空間における “ 多様な場 ” とは一体どのような
ものなのだろうか。今日、都市では合理性や機能性、経済性
の論理が優先する。しかし、都市の計画において用途地域が
線１本を境にしてきっちりと色分けされてしまうほど、現実
の都市は単純なものではないはずである。むしろ「あまり」
や曖昧な部分こそが重要であり、都市に豊かな「余白」をつ
くり出すことで多様な場となり、都市に奥行きを与えられる
のではないだろうか。
　かつて集落を形成する上で核であった寺社、それをとりま
く境内は単なる宗教空間を大きく超越した社会性の色濃い空
間であった。目まぐるしく移ろう都市の中で、境内は都市の
文脈を継承し、同時に新しくつくり出していく要素となる可
能性があるのではないだろうか。
　　
　本計画は、豊かな自然環境を保持する境内空間をきっかけ
に、人々が集うまちにひらかれた活動の場としての芝居小屋
と、経済的論理によらない納骨堂を、鎌倉の地形を手がかり
に提案する。非日常的機能を持ちながら、日常的豊かさを持っ
た新たな鎌倉における人々の居場所をつくり出すことを目的
とする。
歴史、地形的特性から生まれる景観、点在する寺社などの調
査・分析を行い、鎌倉らしさについて考察する。
鎌倉は単に歴史を継承、保存するまちではない。常に新しい
ものが生まれ古いものと入り交じる、その混在こそが鎌倉ら
しさなのではないか。それは人々の営みにも通じる。外部か
ら多くの観光客が訪れる一方で古くからの地域のコミュニ
ティも強く残る。鎌倉は思いがけない風景に出会えるまちで
ある。
　方針では、鎌倉の分析から大町１丁目地区にある妙本寺に
着目し、妙本寺所有地内を対象敷地とし、周辺の歴史や現状
を考察する。そして、これまでの分析から、多様な場を生み
だすためのプログラムを導きだし、設計への構想を示す。
　
　大町１丁目地区内には５つの寺社があり、現在でも人力車
の案内の要所であり観光客が多く訪れている。また、地区内
の店舗数は 2000 年代になって急増しており、その業種はカ
フェやタイ雑貨、ヨガ教室などさまざまである。さらにその
分布を見ると、商店街部分だけでなく住宅地部分にもできて
いる。この地区内でも特に鎌倉らしい起伏に富んだ地形をも
つ妙本寺に着目する。
　妙本寺の所有する土地の範囲内には住宅や幼稚園、店舗も
存在しており、境内にまちが入り込んだような構造になって
いるのが特徴である。 そのなかには集合住宅も含まれてお
り、これは景観破壊などを理由に地域住民が反対運動をして
いたのにも関わらず 1999 年に建設されたものである。本計
画ではこの場所を対象敷地として選定する。
　妙本寺総門を抜けた先の参道の両側は住宅や幼稚園、住宅
をリノベーションしたカフェがあり、参道と建物の間には前
庭のような余白の空間がある。地域住民の穏やかな日常とお
祭りの際の非日常的な賑やかさ、両方を受け入れる空間でも
ある。
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Today, we give priority to rational and economical logic in cities. But,  the real city is not simple. Our city 
has vague places, this remnant is the just important thing.The precincts of a temple  succeed to vestiges, 
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これまでの分析により前述した通り、敷地周辺は地域住民の
コミュニティが強く残ると同時に、 外部からの観光客も多
い。しかし、地域住民と観光客が交流する場は少ない。この
地の持つポテンシャルを活かしより豊かにするため、まず地
域住民のためのさまざまなアクティビティを受け入れる場と
して集会所を設ける。また、地域内外の人々を結びつける公
共的なプロブラムとして芝居小屋を、そしてこれらまちにひ
らかれた活動の場を継続的に運営していくプログラムとして
納骨堂を提案する。
ⅰ）演劇の持つ可能性
　演劇は演者と観客という一方的な関係でなく、本来多くの
人とものをつくっていくプロセスを共有できる活動であり、
このことは地域コミュニティにとって大きな財産となる。　
　現在の鎌倉はこどもミュージカルの劇団や、団員が小学生
から 70 代までの一般市民で構成された劇団などがあり、演
劇の活動が盛んである。しかし、それにも関わらず、鎌倉に
はそれらの活動のための劇場がないことが問題として挙げら
れる。観光客と地域住民が公演や発表だけでなく、制作の過
程も共有できるような中小規模の芝居小屋を設計する。
ⅱ）演劇×納骨堂
　演劇という活発な活動の場と同時に、妙本寺所有地内に納
骨堂を設計する。演劇空間と納骨堂では人のふるまい、また
それに伴う空間の質がまったく異なるものとなる。しかし、
その異なる性質を重ね合わせることで生まれる新しい空間が
あるのではないだろうか。日常と非日常、生と死、賑わいと
静けさ、光と陰、さまざまな相反する要素が混ざり合うこと
で鎌倉であるからこその思いがけない風景に出会える場とな
る。
　演劇の空間と納骨堂を共存させることで、人が集う場所と
いろいろな人生のなかをめぐるという行為が交わり、空間体
験として鎌倉の場所性をより長い時間軸の中で感じられるよ
うになるのではないだろうか。
　鎌倉におけるさまざまな人々の営みをつないでいく都市の
中の豊かな余白となる。
ⅰ）集会所
　敷地の参道に面した、まちに１番近い場所は主に地域住民
が日常的に利用できるゾーンとする。幼稚園が隣接する敷地
東側には幼稚園園庭と一体的になる半屋外の場を設け、地域
や妙本寺の祭りの際には御輿が入り込み、 賑わいの場とな
る。
ⅱ）演劇空間×納骨堂
　演劇とは、生きた人間の活発さの表れであり、時に建築が
ない場であってもテントや仮設的な場がつくられれば瞬間的
にたち現れる。このような建築的な強さを必要としない生身
の人間の強さをもった演劇の空間をやわらかな屋根架構で包
み込む。一方で、その演劇空間のすきまを繋ぐように納骨堂
を設計する。故人の履歴の集積となる納骨堂は大地と一体の
強固な構造物とし、建築の強さに人間が寄りそいながらも、
履歴が増えていくことで建築の強度が増していく。この納骨
棚は地上の活発な演劇の空間を支える構造体でもある。建築
と人間の関わりが表裏一体となって人々の営みを支えるもの
となる。
この建築は鎌倉の歴史や空間を継承しながら、地域内外をつ
なぐ新たな場として鎌倉の風景をつくっていく。
　本研究を進めるにあたり、学部のころから大変多くの時間
を割いていただき、また丁寧に指導していただいた下吹越武
人教授に感謝申し上げます。また、修士設計のエスキスをし
ていただいた坂本一成先生、副査として大変興味深いお話を
聞かせていただき、視野を広げてくださった陣内秀信教授、
渡邉眞理教授、本当にありがとうございました。
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